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　我が家（藤田の自宅）は平成８年に建築し、今年
で築２５年になります。昨年、思い切って大改装し
ました。台所、居間を全面改装し、私の書斎とオー
ディオルーム兼トレーニングルームを新たに作りま
した。その設計と改築をしていただいたのが、高山
にあるオークヴィレッジでした。この会社を選んだ
のは、高山のショールームで見た木造のキッチンの
暖かさでした。このキッチンを見て木の美しさと暖
かさに魅かれた私は、大改装を思い立ったのです。
　今日は、このオークヴィレッジ株式会社の上野英
二社長にモノ造りの楽しさを伺います。

 
           
　

       

藤田（以下 F）︓  まず、オークヴィレッジに入社
された経緯を教えてください。

上野（以下 U）︓  私は北アルプスの麓にある奥飛
騨で生まれ、高校まで高山で暮らしました。学生時
代と社会人になって数年は名古屋の建築設計事務所
で働いておりました。
　働き出して 3 年目の時、偶々、松坂屋百貨店で開
催中のオークヴィレッジ展を見に行ったのが、オー

クヴィレッジとの出会いです。その当時はまだ珍し
い手作り家具を興味深く見入っていました。その時、
創業者の稲本代表から声を掛けられ、「君は今何し
ているの︖そう、設計事務所で建物を設計している
の。丁度いい所で出会えたね。今、店舗の設計の依
頼が 2 件あって、君やってくれないかね」と、突然
言われたことがきっかけで、お手伝いすることにな
りました。
　当時私は、設計事務所で、鉄筋コンクリ―ト造の
大きなマンションやオフィスビルや倉庫を設計して
いましたが、無機質な建築ではなく、小さくても温
もりが感じられる木造の建物を造りたいと思い始め
ていた頃でした。その後、日毎に木造建築をしたい
という思いが強くなり、ついに故郷に帰ってオーク
ヴィレッジで建築や家具の設計をすることになりま
した。

F︓  稲本さんから、突然ナンパされたようなもの
ですネ（笑）。ひょんなことから人生が一変するの
も面白いですね。
　木の部屋を作った方が良いという上野さんのアド
バイスに従い、木で書斎とオーディオルーム兼ト
レーニングルームを造っていただいて、とても気に
入っています。ありがとうございました。
　木で作った家具や家は、温もりがあってとてもや
さしいのですが、木は生き物ですので、難しい一面
もあると思います。まずは、木で家具や家を造る難
しさを教えていただけますか。

U︓  木は天然素材ですから一本一本に個性があり、
材種や育った環境によって色も、杢目も、肌触りも、
香りも、重さも、強度も違います。
　また、割れたり、曲がったり、ねじったり、伸縮
したり、カビたり腐りもして、欠点もあるのですが、
美しく加工し易い素材であることから、これまでい
ろいろな所に使われ、多くのモノが造られて来まし
た。

りを楽しんでいます。とても贅沢な時間をゆっくり
と過ごしています。
　オークヴィレッジの事務所と工房は、たくさんの
雑木林に囲まれた、近くに川が流れる素敵な場所に
ありますね。こういう素敵な環境に工房があるから
こそ、やさしいアイデアが生まれるように思います。
　木や森に囲まれて、家具を製作する楽しさを教え
てください。

U︓  春の森は、初々しい新緑の季節を迎え、草花
が咲き、鳥たちのさえずりが聞こえだし、生命感が
溢れます。出張から工房に帰って来ると、空気の濃
さ、澄んだ空気を感じ、大きく深呼吸したくなりま
す。
　暑さが厳しくなると、木々は緑を深め、セミが鳴
き、暑いなー、夏だなーと思うのですが、森に立ち
入ると、時々吹く風が涼しく、汗もひいていきます。
夕方になると、森からの冷気が部屋に流れ込み、天
然クーラーが効き出します。
　また、日が段々と短くなるに連れ、森は色付き始
め、美しい紅葉の景色を見せてくれます。
　森は刻々と風景を変え、見る者を飽きさせること
はありません。
　また、木に囲まれた暮らしは、優しく自然に包ま
れた心地良さがあります。室内に響く音は優しく、
触れると艶やかで温かい。出来立ての家は木の香り
に包まれています。木は最初色白で若々しいが、年
を重ねると、やがて落着いた色合いとなり気品と風
格を増していきます。
　木はいつも人に寄り添い、人が年を重ねる様に木
も年を重ね、一生の友の様に思えてきます。

F︓  アメ色になった木の階段や手すりの風合いが
素敵です。クラシックホテルの古い建物や家具に囲
まれて時間を過ごすのは、とても落ち着きます。木

や森を育てる大切さについて、木を生業とする上野
さんのお考えをお聞かせください。

U︓  人が全ての木を伐ってしまった森は、何もし
ないまま数年放置しておくと、人が立ち入れない程
の藪となってしまいます。オークヴィレッジの敷地
は、かつては田畑と里山が一体となっていたところ
でしたが、人がいなくなると田畑はススキが生い茂
り、森は藪となり人を寄せ付けず、獣たちが山奥か
ら下りて来るようになっていました。人が一度手を
入れた森は、人が手を入れ続けない限り、健全な森
になることはありません。手を入れずに放置してお
くと、人間たちが暮らすエリアと獣たちが住むエリ
アの境が曖昧になり、人里にまで獣たちがやって来
るようになってしまいます。
　また、こんなこともありました。私たちがこの土
地に入った当初は、水道は無く敷地内を流れる谷川
の水を飲んでいました。しかし、この土地に来て直
ぐに、森の上部で大規模な伐採が行われ、雨が降る
度に谷川が濁り、水は飲むことはできず、豪雨では
谷川が氾濫し工房に流れ込み、道が寸断される災害
も発生しました。その後、植林などで森を整備した
今では、雨が降っても水が濁ることはなくなり、保
水力が増した森は、洪水を起こすこともなくなりま
した。

　　　　　＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊　　　　　　

F︓  古い神社仏閣の建物を見ますと、これを作った
職人たちは、木の癖を見抜いて、ふさわしい木をふ
さわしい場所に使っているように思います。
　この木は何に使うのか、この木のどこを、何に、
どのように使うのか、職人たちはどのように見分け
るのですか。木を見ると、自然に見えてくるのでしょ
うか。

U︓  「適材適所」と言う言葉がありますように、昔か
ら材料の使い方が言い伝えられて来ましたし、木の
特徴を活かしたモノが作られてきました。古い家の
材料の使い方を見てみると、適材適所に使われてい
るので勉強になります。例えば、基礎の上に置かれ
て柱を受ける土台には、地面に近く腐りやすいので
栗や桧が使われ、柱は家全体を支えるので圧縮強度
の高い桧が使われ、広い空間に掛けられた曲げに強
い材には松が使われています。家具では、椅子など
の曲木には、曲げに適したブナが使われています。
　職人たちは、直接いろいろな木に触れ、使ってい
るうちに杢目を見て、この材は、この方向に反るだ
ろうとか、後々撓むことが分かるようになり、使い
方を決める判断材料にすることができる様になりま
す。
　しかし、まだまだ木には私たちが気付かない多く
の可能性があります。これからもその可能性を追求
したいと考えています。何せ、木は数億年も前から
この地球に存在し続けていることを忘れてはいけま
せん。

F︓  私は学生の頃から山に登っています。最近、特に、
地球環境の悪化を感じます。今年の紅葉は、普段よ
り２～３週間も遅かったですし、大雨で崖や山が崩
れています。木に長年関わっている人として、地球
温暖化の影響を感じることはありますか。
 
U︓  例えば、松枯れが年々高地に移動しています。
松枯れの原因とされる「マツノザイセンチュウ」と
いう線虫は越冬することができないと言われ、寒い
飛騨では生きられないとされてきましたが、温暖化
が進み間近に迫って来ています。

能的に使いやすいものは、見ても美しい。」と考えて
いますが、その反面、格好よくても使いにくいものも
たまにあります。　　
　丹下健三先生の建築も、使う人の立場から見ると随
分使いづらいようにも聞いています。デザインや意匠
と、使い勝手の良さについて、率直なお考えをお聞か
せ頂ければ幸いです。

U︓  モノを造るときにいつも考えていることは、「そ
れは美しいか︖」ということです。建築は何を目的に
造るのかということもあり、使う用途によって違って
きますが、美を追求するあまり使い難い建物になるこ
ともあると思います。多くの建築家は常に抱えている
課題だと思います。
　また、建物の外観は、個人のモノであっても、外部
に面して人の目に触れるもので、美しい町を造る一員
でもありますから、その点はしっかり考えたいところ
です。かつての日本の美しい街並み、美しい風景は、
気候風土を考えその地で採れた素材による家造りで
あったと思います。
　今一度、そんな考えで家造りをしたいものです。そ
うすれば、自然と一体化するものが生まれ、美しく暮
らし易い家造りができると考えています。

　　　　　＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

F︓  お話は変わりますが、上野さんにとって、座りや
すい椅子とはどのようなものでしょうか。上野さんが
座りやすくても、他の人が座りやすいとは限りません。
どのように考えて、椅子を設計しておられるのでしょ
うか。椅子も、その人の体格に合わせたオーダーチェ
アがふさわしいのでしょうか。

U︓  椅子の設計を手掛けることになったきっかけは、
私が設計した家のご主人から、この空間に合う家具も
設計してくださいと言われたことからでした。
　飾り棚やテーブルは何とかなったのですが、いざ椅
子となるとイメージは浮かんでも本当に作れるのか、
座り心地はよいのか、皆目見当がつきませんでした。
職人達に助けられ何とか形にして納めさせていただき
ましたが、座り心地に関しては…（笑）。

　木で家を造る際に、接着剤やボルト、ねじ、釘など
を使って造ることは容易ですが、オークヴィレッジの
理念である「百年かかって育った木は百年使えるモノ
に」を達成し、資源を枯渇させないと共に、長く使え
るモノ造りをする為には、木よりも寿命の短い接着剤
や金物を使わず、木は木同士で接合させる必要があり、
伝統的な構法の仕口、継手を使って木組みをしていま
す。
　家具も同じことが言えますので、その為には従来の
工法を使い、木の個性を読み解きモノを作れる大工や
職人が工房にいなければモノはできません。また、い
ろいろな材料を原木から仕入れ、製材し、乾燥をして
材料を準備する職人も必要です。「木材」と「職人」
がいて、木のモノ造りができるのです。

F︓  木で改装していただいた書斎に入りますと、不
思議と落ち着きます。気持ちも高まり、仕事も捗るよ
うに感じます。
　木で家具や家を作る面白さややりがいも教えていた
だけますか。

U︓  今日はこんな香りがするから、建築工房では大
工が桧を削っているなとか、少し離れた家具工房から、
楠（くす）を加工している香りや、材料を積む音がこ
だまして聞こえて来ます。寒い日には、薪ストーブで
暖を取る工房から薪のいい香りが漂ってきます。木が
身近にあると、この木で何を作ろうかとか、こんな風
に使ったら杢目が美しく見えるだろうかと、想像力が
掻き立てられます。
　デザインを考え、材料を準備し、加工し、仕上げて、
森の木が美しいモノに生まれかわり、お客さまに使っ
ていただける。お客さまの笑顔が見えた時、全てが満
ち足りた気持ちになります。

F︓  オーディオルームに、暖炉も一緒に作っていた
だきました。木が燃えるパチパチという音や、木の香

　また、最近の夏は暑く、創業当時の高山は、真夏
でも３０℃を超えることはなかったのですが、最近
では３０℃を超える日はザラで３５℃を連日超える
日もあり、ショールームは蒸し風呂状態となるため、
やむなくエアコンを一昨年設置しました。
　また、逆に冬は暖かくなったと感じています。雪
が昔に比べ降らなくなり、道路に雪が積もることも
少なくなり、以前は屋根の雪下ろしも年に３～５回
やっていましたが、ここ数年は１回あるかないか、
その面では助かっています（笑）。
　

　木材のことで、最近言われだしたのは、木が乾か
ないと言うことです。木は、春から夏の間は地面か
ら大量の水を吸い上げ、光合成を活発に行い成長し、
秋から冬の間は水を吸い上げることを止め、休眠状
態になりますので、冬は木も乾燥しやすく、伐採に
適した時期です。しかし、近年の気候の変化で秋に
なっても水を吸い上げ続けている為に、冬季に伐採
した木も水分量が多く、なかなか乾かない現象が起
きています。水分の多い木材は、後々問題が出てき
ますので使用できません。

F︓  私もアウトドアで多くの経験をしましたし、大
自然から多くのことを教えられました。木や森に関
する楽しいお話をお願いします。

U︓  雪が降り積もった森にスノーシュー（雪の上を
歩く為の道具）を履いて入ると、雪がない時は藪だ
らけで歩くことが容易でない森を自在に何処へでも
行ける様になります。冬の森は、明るく、空気は澄み、
白銀の世界に真っ赤な実を付けたソヨゴの木は実に
美しいものです。ウサギなどの足跡も見つけること
ができ、鳥たちの姿もよく見ることができます。

F︓  本当に雪の積もった早朝の雪原はきれいで、そ
こを歩き回る爽快さは、動物になったようで格別で
すね。
　ところで、私は、「美しいものは使いやすい。機

今こそこの人に会いたい
シリーズ　―第５回―
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　その後も、弊社の椅子については、重すぎて扱い難
いから軽くして欲しいとかいろいろとご相談がありま
したので、開発室という部署を作り家具や小物の設計
を行うことになりました。
　一方で私は、世界の名品と言われる椅子を買い求め
て実際に座ってみて、デザイン性や座り心地を調べて
みることにしました。そのうち、会社に置き切れなく
なり、家に持ち帰りましたが、今では物置が椅子だら
けとなっています。（笑）
　その中で私の身体に合うものは一点しかなく、今で
もその椅子にだけ座っています。つまり、人それぞれ
体格が違い、座り方が違い、見た目が好きか嫌いかも
皆さん違いますから、理想はその人の為のオーダー
チェアです。
　しかし、椅子をフルオーダーしようとすると、イメー
ジを合わせ、デザインを考え、原寸大の試作を作り、
座り心地、プロポーションをみながら細部の調整をし、
強度試験をした後に世に出すので、開発に長時間かか
り、一脚がとてつもなく高価なものになってしまいま
す。
　そこで、今は何種類かの標準的な椅子を作り、その
中から選んでいただいています。
　座りやすい椅子は、身体を背中の何処で支えるかが
ポイントです。ここが上手くできている椅子は、座り
易く疲れません。後はプロポーションを整えれば良い
のですが・・・。まだまだこれから作り続けたいと思
います。

F︓  ありがとうございました。人を豊かにするモノ作
りは、創造的で素晴らしいお仕事だと思います。これ
からも、たくさんの家具で、家で、たくさんの人を豊
かにしてください。

（面談後の感想）
　上野さんの人柄が、作る家具に表れているのか。そ
れとも、木の家具が、作る人をやさしくするのか。
　上野さんのお人柄が作品に表れている。上野さんの
作った家に住んでいると、本当に暖かく、落ち着く。
尖った気持ちが和らいでいくのが不思議だ。人間と木
の深い関わり、太古からの深い付き合いのなせるもの
だろうか。
　木に触れる仕事は素晴らしい。うらやましいとも
思った。　
　山に登って木肌に触ると、サラサラ、ツルツル、ゴ
ワゴワ。手の平や指に様々な感触が伝わってくる。雨
の日にブナの幹に耳をつけると、水をゴウゴウと吸い
上げる音がする。この木に囲まれて生活することは、
人間にとってとても自然なことのように思う。明日は、
山に登ろうかな。

　　

　　　　　   森の中に溶け込んだ
　　　　　　　 オークヴィレッジの
　　　　　　　 高山本社社屋


